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海を飛ぶ夢（邦題） 2004
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『⺟の⾝終い』（原題は「春の数時間」）
2012フランス 2013⽇本公開
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『92歳のパリジェンヌ』 2015 フランス 2016⽇本公開
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How to Die: Simon’s Choice BBC 2016.2.10 OA
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安楽死を⾏う⼈の４W p.199
ダイアン・コールマン
（⽶、Not Dead Yet）

⽩⼈（White）
裕福（Wealthy）

⼼配性（Worried）
⾼学歴（Well-educated）
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毎⽇がアルツハイマー ザ・ファイナル
2018 ⽇本公開
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橋⽥壽賀⼦⽒「私は安楽死で逝きたい」
2016年12⽉号

橋⽥壽賀⼦
著名な⽇本の脚本家

認知症になって⽣きることがわたしの最も怖れていること
スイスで合法的に⾃殺したい
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ポイント①
死に方とその時期くらい自分で選びたい

ポイントその②
「迷惑をかける」

橋⽥壽賀⼦『安楽死で死なせて下さい』（⽂藝春秋社、2017/8/18）
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相模原身障者殺傷事件 2016.7.26
身障者のケア施設で
容疑者：26歳の元施設職員
武器：複数のナイフ
死者19人（18歳から70歳）
負傷者26人（重体13人）
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容疑者の言葉：
「重複障害者が安楽死できる社会を示す」
世界経済のベネフィットのために

容疑者の説明：
重度障害者と、その負担を負っている家族を不幸から救った

12

2019/10/12



「安楽死」と「尊厳死」
日本では：
安楽死：一般的には、致死薬投与のような積極的安楽死を意味する
尊厳死：人工呼吸器や透析のような生命維持治療の差し控えと中止

キリスト教圏では：
「尊厳死」は、自発的積極的安楽死と医師幇助自殺を意味する
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キリスト教圏における安楽死・尊厳死の歴史
モーセの⼗戒の第五戒 殺してはならない（出エジプト記 20:13)
法への影響
殺人／自殺は宗教的な罪であるだけではなく、世俗的な犯罪

慈悲、自発性、人権の強調
自発的安楽死協会（英国、1935）
アメリカ安楽死協会（米国 1938）
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T4作戦
ナチの安楽死政策 1939‐45
ナチスドイツ時代の反自発的安楽死による障害者の大量殺害

犠牲者は20万人以上

ホロコーストのプロットタイプ

ヒトラーの秘密命令 1939..9.1
心身障害者の組織的大量殺害は、慈悲死の名の下で実行された
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ナチス時代のハダマー安楽死センター
遺体を焼く煙が毎日あがっているのを近隣の人々は目の当たりにしていた。
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ハダマー精神病院入り口
右翼と地下が記念館
20160921
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ハダマー記念館

地下ガス室への階段

20160921
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ハダマー記念館 地下ガス室 上部にシャワーを装ったガス噴射装置

2016.9.21
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ハダマー記念館 シャワー室を装った地下ガス室 20160921
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ハダマー記念館 地下焼却炉跡
2016.9.21

20171111医哲倫WS（大谷いづみ）
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T4作戦後の安楽死合法化運動

自発性、人権のよりいっそうの強調
プライバシー権＝ほっておいてもらう権利
自殺法の改定 1961 イギリス 自殺は非合法でなくなる
ロー判決 1973 アメリカ 一定の条件の下で中絶が合法化される

死ぬ権利運動
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ジョセフ・フランシス・フレッチャー（1905‐1991）
アメリカ聖公会牧師
神学者、キリスト教倫理学者、社会活動家
バイオエシックスを牽引した3人の神学者の一人
（ジョンセン）

ヴァージニア大学で最初の医療倫理学のポストを得た
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主著：
道徳と倫理
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自由意思と隣人愛を梃子に「権利」を「義務」へ反転

［…］共同体の幸福のために、 ［…］われわれは、象徴的にも⽂字どおりにも、
「天国のために⾃らすすんで去勢されたものとなる」ことができる。／［…］優
⽣学的動機は、個⼈倫理の領域において正当であり、実際義務的でさえある。
（Fletcher 1954, 165＝1965: 178-179, ⼀部改訳)

精神薄弱者（ママ）や遺伝的病弱者への強制的不妊処置、優⽣学的安楽死（ママ）を
正当化 （⼤⾕ 2010）

25

2019/10/12



死ぬ権利と死ぬ義務の複雑な関係

「最後の義務。⼈間の⽣（life）は互いに奉仕しあうことのうちに（in mutual 
service）あります。どのような悲しみも苦しみも不幸も失意も、奉仕する⼒の
残っている間は、⽣命を絶つ理由とはなりません。しかし役に⽴てるいかなる⼒
も果て、忍び寄る死が避けられないものと確信させられるときは、むざむざとむ
ごたらしい死に⾝をまかせるのでなく、速やかで安らかな死を選ぶことは、⼈間
の最も素朴な権利の⼀つなのです。［……］およそ⽣命あるものは、憐れみを
もって⽣を終わらせるべきであって、⻑びく死の苦悶のなかに横たえておくこと
は、⽂明に反逆することであると考えるときが近づいています。安らかな死を選
びとることは、この問題についてより広い考え⽅を普及させることに役⽴つ社会
奉仕（social service）であると信じて、私は癌よりクロロフォルムを選びまし
た。」

シャーロット・パーキンス・ギルマン（1935）
英語は原文ママ
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「死ぬ権利」から「死ぬ義務」へ
１９８３:アメリカ・コロラド州知事
「⽼⼈は死ぬ義務がある」

１９９７：ジョン・ハードウィッグ
（アメリカの⽣命倫理学者）

「病み衰えた⼈は、愛する⼈のために⾃⼰決定
（⾃由意志に基づいて）によって死ぬ義務がある」
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権利と義務の複雑な関係

死ぬ権利 ←→ 死ぬ義務
↑ ↑
↓ ↓

死なせる権利 ←→ 死なせる義務
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親密圏
「常識」の権⼒作⽤
「⾃然」，幸福・不幸観，世間体，経済的条件

個⼈の⾃⼰決定
•愛の名の下に⾏われる誕⽣のコントロール
•慈悲と尊厳の名の下に⾏われる死のコントロール

「⽣命の質」による序列化と「死への廃棄」

•⽣殖技術
•選択的中絶
•死ぬ権利

公共圏

新優⽣学と「尊厳死」⾔説
限られた医療資源・社会資源・地球資源
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世代間倫理・正義・「天命」

2019/10/12
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法教育・健康教育
自己決定と自己責任

健康
規範的な誕生
デザイナーベビー

規範的な老い
新しい老人像

良氏高齢化社会のリスク言説

障害、病、老い

コストとベネフィット
経済教育

生命倫理教育
誕生
新優生学

選択的中絶
規範的な誕生
（反転形）
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死の教育
死
尊厳死言説

尊厳を持って死ぬ
規範的な死に方

2019/10/12
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ナチ時代のプロパガンダ映画
わたしは告発する 1941
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［……］これまでになかった或る罪が一度おこなわれてしまえば、それがふたたびおこな
われる可能性は最初におこなわれる場合よりも大きいのだ。［……］近代の人口の爆発

的増加と、オートメイションによって人口の大きな部分を労働力の点から言っても＜過
剰＞にする技術手段の発見とは時を同じゅうする。しかもこの技術手段は核エネル
ギーによって、ヒットラーのガス殺設備もそれにくらべれば子供のおもちゃみたいに見
える道具を使ってこの過剰人口の脅威を解決することを可能にする。

ヒットラーが＜不治の病人＞の＜安楽死＞をもってその大量殺人の口火を切り、＜遺
伝的欠陥のある＞ドイツ人（心臓病および肺病患者）をかたづけることでその皆殺し計
画を完了する意図を持っていたという周知の事実がある。［…］この種の殺害はいかな

る集団にも適用できる、つまり選択の基準はもっぱらその時々の要因に応じてどうでも
変るということはあきらかである。

（アーレント『イェルサレムのアイヒマン』1965=1994: 210）
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時代・社会の違いによって「望ましさ」が簡単に塗り替えられていく。私たちは、
その「望ましさ」を操作している枠組みを科学的に捉えていくことが求められる。
そうしなければ、私たちはいともたやすく⼈権を踏みにじり、他者を犠牲にでき
る。社会が推し進めるスローガンという、安⼼して頼れるものに考えずに従うだ
けでは、社会が抱える不都合を⾒抜けず、むしろ荷担してしまう。

2010年度 「⽣命倫理学」「いのちの教育」受講⽣
（⼤⾕ 2012)

20190202「安楽死のリアル」 （大谷）
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冷静に考えてみよう。⽼い病み衰えた者を⼤切にしない社会は，健康な者を，若
者を，⼤切にしない。「役に⽴たない」者を切り捨てる社会は，役に⽴つ者を使
い捨てにするからである。
⼤切なのは、安楽死／尊厳死を選ぶか選ばないかという究極の選択のどちらかに
「答え」ることではなく、第三の道をさぐるための「問い」に問いをたてなおす
ことである。

（⼤⾕いづみ2011「おわりに」
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結論：

高齢化社会では、高齢者、障害者、不治の難病者は「静かに」安楽死・尊厳死を強いら
れる危険にさらされている。

2019/10/12
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ハダマーの街並み
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ザクセンハウゼン強制収容所

ザクセンハウゼン強制収容所の門
労働は自由にする
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ハダマー精神病院からハダマーの町を見下ろす 20160921
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T4作戦の記念に、ベルリンにて
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ザクセンハウゼン強制収容所の売店で
公認ガイドのロニーと 2016.9.18

フランクリン・デラノ・ルーズベルト記念公園（ワシントンDC）のFDR像と
2016.6.26
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ご静聴、ありがとうございました！！

41

2019/10/12


